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Ⅰ 学校の現況及び目的Ⅰ 学校の現況及び目的Ⅰ 学校の現況及び目的Ⅰ 学校の現況及び目的

１ 現況１ 現況１ 現況１ 現況

（１）学校名 鳴門教育大学附属小学校

（２）所在地 徳島市南前川町１丁目１番地

（３）学級等の構成

１学年 ３学級 ６学年１８学級

（４）児童数及び教員数（平成２１年５月１日）

児童数 ６９３人

教員数 ２６人（正規教員）

２ 目的２ 目的２ 目的２ 目的

（１）目的・使命目的・使命目的・使命目的・使命

本校の目的は，附属小学校校則第１条にお

いて「心身の発達に応じて，義務教育として

行われる普通教育のうち基礎的なものを施す

るとともに，鳴門教育大学（以下「本学」と

いう。）における児童の教育に関する研究に

協力し，かつ，本学の計画に従い学生の教育

実習等の実施に当たることを目的とする」と

定めており，本校は義務教育を行う任務とと

もに，教員養成大学の附属小学校として，次

のような使命をもった学校である。

①大学と一体となって，教育の理論及び実践

に関する科学的研究を行う研究学校とし

ての使命

②地域の教育課題の解明，参観者への指導・

助言，文部科学省・県教委・地教委等か

らの要請による教員派遣など，教育界の

発展に寄与する使命

③鳴門教育大学の学部学生及び大学院生の教

育実習等を行う使命

（２）教育目標教育目標教育目標教育目標

本校は，校則第１条に示されている小学校

教育の目的の達成のため，次のような学校教

育目標を掲げている。

①人権を尊重し，真理と正義を愛する平和的

な国家及び社会の形成者を育成する。

②個人の価値を尊び，勤労と責任を重んじる

心身ともに健全な人間を育成する。

③自主性と創造性に富み，実践力豊かな人間

を育成する。

（３）めざす子ども像めざす子ども像めざす子ども像めざす子ども像

本校は，学校教育目標に基づき，次のよう

に「めざす子ども像」を明確に示している。

○思いやりある子ども

○たくましく生きる子ども

○よく考える子ども

（４）平成２１年度重点目標平成２１年度重点目標平成２１年度重点目標平成２１年度重点目標

鳴門教育大学との連携を密にし，中期目標・中

期計画・本年度計画の実現に努めながら，次の５

点から学校教育目標の具現化を図る。

（５）評価項目評価項目評価項目評価項目

上記重点目標と前年度自己評価を鑑み，次の９

点の評価項目について自己評価を行う。

①教育課程・学習指導

・「ことば」の働きに着目し，伝え合うことで

自信をもつ子どもを育てる授業の状況

・児童の体力・運動能力の状況を把握し，それ

を踏まえた取組の状況

②生徒指導

・児童の心のケアに関する体制整備や指導・相

談の実施の状況

③保健管理

・日常の健康観察や疾病予防の取組の状況

④安全管理

・安全点検や教職員・児童の安全管理能力の向

上を図るための取組の状況

⑤人権教育

・教職員・児童・保護者の人権意識を高める研

修，授業，啓発活動等の取組の状況

⑥情報提供

・WEBページやメーリングリストの活用など，

情報提供の状況

⑦保護者・地域住民との連携

・授業や教材研究などにおける外部人材の活用

の状況

⑧教育実習

・教員の養成を目的とした教育実習の実施の状

況

⑨地域教育進展への寄与

・教育委員会や公立学校等の要請による教育界

への貢献の状況
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Ⅱ 評価項目ごとの自己評価Ⅱ 評価項目ごとの自己評価Ⅱ 評価項目ごとの自己評価Ⅱ 評価項目ごとの自己評価

評価項目 １ 教育課程・学習指導評価項目 １ 教育課程・学習指導評価項目 １ 教育課程・学習指導評価項目 １ 教育課程・学習指導

（１）観点の分析（１）観点の分析（１）観点の分析（１）観点の分析

観点１－１ 「ことば」の働きに着目し，伝え合うことで自信をもつ子どもを育てる授業ができて

いるか

【観点に係る状況】

昨年度実施したアンケートの結果を詳しく見てみると，「自信をもって自分の思いや考えを

友達に伝える」ことや，「自分はよくがんばっていると思う」ことについてのポイントが，他

に比べて低いことが明らかとなった。子どもに寄り添い，必要な力をもっと丁寧に見とり，個

々人を伸ばしていくためにはどうすればよいかということが研究の原点であるならば，今，本

校の子どもたちのために必要な視点は，「伝え合う」ことと「自信をもつ」ことではないかと

いう考えに至った。このような考えのもと，新研究主題「伝え合うことで自信をもつ子ども」

を設定し，伝え合うことに用いられる「ことば」の働きに着目して研究を進めることにした。

新研究主題のもと，これまでに次のようにして研究を進めた。なお，３月１日（月）に，大

学の先生方との合同反省会を行う予定である。

○提案授業および合同研究会…５月１日（金）

○大学の山崎先生との理論研究会…１０月１５日（木）

○各教科・領域等による研究推進授業および授業研究会（一覧は資料１－１－１）

○研究の中間発表…７月１７日（金），

１０月１９日（月），

１２月１日（火），

１２月１７日（木）

○研究部会…基本的に毎週金曜日に実

施

○第５６回小学校教育研究会

…２月１３日（土）

このような研究の過程で，自信とは何

か，自信を形成するためには何が必要か，

「ことば」が働くとはどのようなことか，

「ことば」がより効果的に働くための手

だてはどのようなものかなどについて，

共通理解が図られ，第５６回小学校教育

研究会で授業を公開するに至った。なお，

研究発表会当日の公開授業は次ページ資料１－１－２の通りである。

これまでに，次のような調査を行ったので，これらの調査を分析し，本年度の達成及び取組

状況について自己評価したい。

①２月１３日（土）に開催した第５６回小学校教育研究会における参会者アンケート

②１月中旬に実施した児童アンケート

〈研究推進授業一覧〉

月 日 教科等 授業者

６ ９ 理科 上原 美子

６ １８ 算数科 林 隆宏

７ ８ 国語科 藤島 小百合

７ １０ 音楽科 佐伯 順一

７ １６ 英語学習 松永 宏

１０ ２ 体育科（保健） 滝川 つぼみ

１０ ５ 社会科 坂田 大輔

１０ ７ 家庭科 町口 美千代

１１ １７ 体育科 藤倉 新

１１ ３０ 図画工作科 加藤 由恵

１２ ２ 生活学習 森田 範子

１２ ３ 道徳 笹田 葉子

資料１－１－１
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【分析結果と根拠理由】

①２月１３日（土）に開催した第５６回小学校教育研究会における参会者アンケートについて

第５６回小学校教育研究会には，県内外から約８５０名の参会者があった。２６５のアンケート

を回収。回収率は約３２％であった。アンケートの項目に，「研究主題が子どもの姿に表れてい

ると感じましたか。」とあり，約９７％が，感じたと答えている（次ページのグラフ参照）。ア

ンケートには，「よく伝え合っており，受け取る力と伝える力が育っている。」などの記述も

提案授業
学年 授業者 教科等 授業場 単元名 指導助言者名 分科会場

組

１年 月本 直樹 生活学習 体育館 おもしろ コロリン パッをやってみよう 鳴門教育大学 ２年１組教室

２組 （体育） 藤田 雅文 准教授

５年 久次米 昌敏 算数科 多目的室 円の面積の求め方を考えよう 鳴門教育大学 ６年２組教室

１組 齋藤 昇 教授

公開授業Ⅰ
学年 授業者 教科等 授業場 単元名 指導助言者名 分科会場

組

１年 笹田 葉子 生活学習 １年１組教室 おせわに なって ありがとう 香川大学 １年１組教室

１組 (道徳) 七條 正典 教授

１年 加藤 由恵 生活学習 第１図工室 王さま でかけましょう 鳴門教育大学 第１図工室

３組 （図工） ～まほうのたまごから 生まれたよ～ 山木 朝彦 教授

３年 松永 宏 英語学習 グループ学習室 ゆめの国の国きをつくろう 鳴門教育大学 メディアセンター

２組 兼重 昇 This is our flag. 伊東 治己 教授

３年 上原 美子 理科 ３年３組教室 ものと重さのひみつ 鳴門教育大学 理科室

３組 米澤 義彦 教授

４年 坂田 大輔 社会科 ４年１組教室 大谷焼の里たんけん隊 鳴門教育大学 グループ学習室

１組 小西 正雄 教授

５年 町口 美千代 家庭科 家庭科室 健康的な朝食づくりを考えよう 鳴門教育大学 家庭科室

２組 前田 英雄 教授

５年 滝川 つぼみ 体育科 多目的室 みんなが輝く，「こころ」のアドベンチャー 鳴門教育大学 ５年３組教室

３組 （保健） －どんな迷路もいっしょに進もう！－ 山崎 勝之 教授

６年 藤島 小百合 国語科 ６年１組教室 つながるいのち －成長－ 鳴門教育大学 多目的室→

１組 余郷 裕次 教授 ６年１組教室

６年 林 隆宏 算数科 ６年２組教室 サイコロをつくってプレゼントしよう 鳴門教育大学 ６年２組教室

２組 服部 勝憲 教授

６年 佐伯 順一 音楽科 第１音楽室 クラスの音楽アルバムをつくろう 鳴門教育大学 第１音楽室

３組 武田 有加里 長島 真人 教授

公開授業Ⅱ
学年 授業者 教科等 授業場 単元名 指導助言者名 分科会場

組

２年 藤倉 新 体育科 体育館 なわとび ジャングル 鳴門教育大学 ２年１組教室

１組 賀川 昌明 教授

２年 森田 範子 生活学習 はぐくみルーム じぶんはっけん大さくせん 鳴門教育大学 はぐくみルーム

２組 木下 光二 准教授

２年 梶本 幸 算数科 ２年３組教室 プレゼントを入れる はこを作ろう 鳴門教育大学 ６年２組教室

３組 秋田 美代 准教授

３年 吉岡 壮吉 社会科 グループ学習室 お店ではたらく人びととわたしたち 鳴門教育大学 グループ学習室

１組 伊藤 直之 准教授

４年 清水 愛 国語科 ４年２組教室 わたしが好きなこのお話 鳴門教育大学 多目的室

２組 村井 万里子 教授

４年 森 裕二郎 図画工作科 第１図工室 広がれ モノクロワールド 鳴門教育大学 第１図工室

３組 山田 芳明 准教授

５年 錦織 武雄 理科 理科室 とけるってどういうこと 鳴門教育大学 理科室

２組 香西 武 教授

５年 米田 直紀 国語科 多目的室 本当に大切なものは 鳴門教育大学 多目的室

３組 幾田 伸司 准教授

６年 小川 雅功 英語学習 メディアセンター 将来の夢を紹介しよう 鳴門教育大学 メディアセンター

１組 堀田 博美 I want to be a teacher． 兼重 昇 准教授

資料１－１－２
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あり，授業を通して，子どもの伝え合う姿が見られたことが分かる。ただし，「伝え合うこと

は，子どもの姿によく表れていましたが，自信をもつ子どもの姿が授業の中で具現化されてい

ない気がしました。」との記述があるように，自信をもつ子どもが育ったかという点からする

と，不十分なところがあるといえる。これは，本年度の研究が，「ことば」が働くことにより

期待できる効果と，「ことば」がより効果的に働くための手だてに焦点を当てていたため，授

業で見られたのが，この部分にかかわる姿だったためであることに起因すると考えられる。た

だ，自信の形成には１単位時間の授業だけで，効果を計ることは難しく今後この伝え合う授業

を続けることで自信の形成に寄与できると確信している。

②１月中旬に実施した児童アンケートについて

「４ 自分で考えたり，発表したり，活動したりする授業がよくある。」について肯定的な

ポイントが，昨年度の約９２％から約９５％に向上している。また，「１５ 自分の意見や考えを

しっかりと話すことができている。」についての肯定的なポイントは約８２％から約８４％に，「１

６友達の話を最後まで聞いている。」についての肯定的なポイントも約９４％から約９６％にそれ

ぞれ向上している。これらのことは，授業で伝え合うことができていることを示すものである

といえる。さらに，「２０ 自分をほめてあげたいときがある（自分はよくがんばっていると

思うときがある）。」についての肯定的なポイントが，約７８％から約８１％に向上し，自信

につながるような子どもの意識を見ることができる（下グラフ参照）。さらに，この傾向は，

学年別に見た場合，５，６年生において顕著であることが，大きな成果であるといえる。

 研究主題が子どもの姿に表れていたか

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

はい いいえ

１５　自分の意見や考えをしっかり話すことができている。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

２１年度

２０年度

よくあてはまる だいたいあてはまる あまりあてはまらない ほとんどあてはまらない

 　１６　先生や友達の話を最後まで聞いている。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

２１年度

２０年度

よくあてはまる だいたいあてはまる あまりあてはまらない ほとんどあてはまらない

 ４　自分で考えたり，発表したり，活動したりする授業がよくある。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

２１年度

２０年度

よくあてはまる だいたいあてはまる あまりあてはまらない ほとんどあてはまらない
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観点１－２ 児童の体力・運動能力の状況を把握し，それをふまえた取り組みができているか

平成２１年度には，児童の体力・運動能力の向上のために次の取り組みを行った。

【観点に係る状況】 【分析結果と根拠理由】

① 校内行事校内行事校内行事校内行事 泳法の獲得が図られやすい中学年の児童を対象に，水

体育大会，水泳教室，水泳検 泳教室を実施し，各学級担任と体育部教諭等による習

定，縄跳び検定などの実施 熟別指導を行うことで，約４０人が２５メートルを泳

ぐことができるようになった。

② 校外行事校外行事校外行事校外行事 校外への記録会や検定会に参加することで，児童の体

県・市水泳能力検定会，陸上 力向上や健康への意識が高まることを期待して，勧誘

運動記録会などへの参加 や練習を行った。結果，児童の記録の向上が見られた。

③ 年間計画の作成と計画に基づ年間計画の作成と計画に基づ年間計画の作成と計画に基づ年間計画の作成と計画に基づ 学習指導要領に沿った幅広い運動経験のできる年間計

く，適切な体育学習の実施く，適切な体育学習の実施く，適切な体育学習の実施く，適切な体育学習の実施 画を実施した。今年度の全国体力・運動能力調査の結

果は，体力合計点で男子は０.８点全国平均を上回っ

た。

④ 運動委員会の活動運動委員会の活動運動委員会の活動運動委員会の活動 運動委員会による，朝の体力向上のための運動を行っ

朝の５０ｍ走記録会 た。また，朝会などでの呼びかけにより，業間運動に

反復横跳び記録会 おいても，全国平均よりも多く運動しているという結

果が得られた。

⑤ 家庭との連携家庭との連携家庭との連携家庭との連携 ５年生の児童を対象に，反復横跳びの宿題を出したと

なわとびカード，夏休みパワ ころ，体力テストにおいて，記録が全国平均を３回上

ーアップカードなどの宿題 回った。また，去年と比較しても３８回から４４回に

向上した。

（２） 優れた点及び改善を要する点（２） 優れた点及び改善を要する点（２） 優れた点及び改善を要する点（２） 優れた点及び改善を要する点

【優れた点】

観点１－１に関して

○教員の共通理解が進み，研究の成果が子どもたちの姿として，表れてきている。

観点１－２に関して

○市水泳能力検定会，陸上運動記録会のリレーにおいては，共に１位の成績を修めることが

できた。

○全国運動習慣調査で，「体育の授業が楽しい」，「体の動かし方，コツがわかった」，「学ん

だことが将来役に立つ」などの項目が全国平均を大きく上回った。

【改善を要する点】

観点１－１に関して

 　２０　自分をほめてあげたいときがある。（自分はよくがんばっていると思うときがある）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

２１年度

２０年度

よくあてはまる だいたいあてはまる あまりあてはまらない ほとんどあてはまらない
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○本年度は，「ことば」が働くことにより期待できる効果，及び「ことば」がより効果的に

働くための手だてについて研究し，自信を生み出すような伝え合いを生み出すことに焦点

が当たっていたため，授業の中で自信を得たかどうか検証することができなかった。ただ，

前述したように，自信の形成には，１単位時間の授業だけで，効果を計ることは難しいこ

とがあるので，今後もアンケートを実施するなど，継続的に検証を試みたい。

観点１－２に関して

○新体力テストの結果を分析し，バランスのとれた体力づくりを目指し，全国平均を上回る

項目を５０ ％以上にする。特に，劣っている項目については，体育学習を中心に，意図

的・計画的な取り組みを進める。また，再測定する機会を設け，伸びを確認する。

○体力調査の結果を分析すると，「土・日曜日の運動時間」の結果が全国平均より６０分低

いなど休業中における運動経験に課題が残った。土・日曜日や長期休業中における家庭で

の体力向上をねらいとした課題を検討していきたい。

（３）評価項目の達成及び取組状況の自己評価（３）評価項目の達成及び取組状況の自己評価（３）評価項目の達成及び取組状況の自己評価（３）評価項目の達成及び取組状況の自己評価

以上の内容を総合し，４段階評価中の「 Ａ 十分達成されている 」と判断する。
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評価項目 ２ 生徒指導評価項目 ２ 生徒指導評価項目 ２ 生徒指導評価項目 ２ 生徒指導

（１）観点の分析（１）観点の分析（１）観点の分析（１）観点の分析

観点２－１ 児童の心のケアに関する体制整備や指導・相談の実施ができているか。

【観点に係る状況】

平成２１年度には，次のような生徒指導年間計画を立案し，次頁に示す生徒指導上必要な活

動を実施した。

生 徒 指 導 年 間 計 画生 徒 指 導 年 間 計 画生 徒 指 導 年 間 計 画生 徒 指 導 年 間 計 画
１ 平成２１年度方針１ 平成２１年度方針１ 平成２１年度方針１ 平成２１年度方針
（１）子どもどうし，子どもと教師の心の交流を大切にし，自主性と社会性の調和した，人間形成を
めざす。（人間学校をめざす）

（２）自他のかけがえのない生命を大切にする子どもをはぐくむ。
（３）全教職員の共通理解，協同指導を大切にした体制を確立・充実させ一人で悩まない，抱え込ま
ない，よりオープンな生徒指導をめざす。

（４）気になる子どもや事例について定期的に拾い出し，全教職員で共通理解を図る場を設ける。
２ 具体的な活動として（生徒指導の３つの機能を生かして）２ 具体的な活動として（生徒指導の３つの機能を生かして）２ 具体的な活動として（生徒指導の３つの機能を生かして）２ 具体的な活動として（生徒指導の３つの機能を生かして）
（１）自己決定の場 … 「自分でできる子」 自主・自立 →

（２）自己存在感 … 「伝えよう自分」 自己表現 → 生きる力をはぐくむ。
（３）人間的ふれあい … 「心をつなごう」 自己理解・他者理解 →

自分でできる子 伝えよう自分 心をつなごう自分でできる子 伝えよう自分 心をつなごう自分でできる子 伝えよう自分 心をつなごう自分でできる子 伝えよう自分 心をつなごう

具具具具 ・きまりについて考えよう。 ・自分の気持ちを伝えよう。 ・大きな声であいさつをし
体体体体 ・整理整頓を心がけよう。 ・自分のよさを感じよう。 よう。
的的的的 ・掃除をしっかりがんばろう。 ・自分でできることを考えよ ・友達の発表を心をこめて
なななな ・新しいことに挑戦しよう。 う。 聞こう。
指指指指 ・当番や係の仕事を工夫しよ ・授業中はしっかりと発表し ・相手の気持ちを考えよう。
導導導導 う。 よう。 ・友達のよさを見つけよう。
内内内内 ・生活や学習のまとめをしよ ・責任を持って仕事をしよう。 ・協力して活動しよう。
容容容容 う。 ・よいと思うことを進んでし ・お世話になった人たちに
例例例例 ・健康的な生活を心がけよう。 よう。 感謝しよう。
・交通安全に気をつけよう。 ・歌や絵で表現しよう。 ・自他の物を大切にしよう。

３３３３ 校内生徒指導の年間の流れ校内生徒指導の年間の流れ校内生徒指導の年間の流れ校内生徒指導の年間の流れ

４月 ・前担任より引き継ぎを受ける。（子どもの状況・指導の経緯など）
・生徒指導上特に気になる子どもや事例について拾い出し，全教職員で共通理解を図
る。（以後，随時確認し，データに加えたり，会議の場で周知徹底を図る。）

・本年度の活動方針を周知
・学校保健委員会を開き，保護者との連携の点から学校生活上の問題を拾い出し，今年度

前 ５月 重点課題を決定する。
該当の子どもや学級の子どもの様子を見，必要に応じて，学年内・学校内における

６月 教職員間 の共通理解を図る。
７月 ・個人懇談や教育相談などで保護者からの要望や気になることを聞く。

・懇談内容に鑑み，生活指導部において，学年をまたがる事例や緊急性のある事例につい
期 て対応を検討し実施する。

・必要に応じて職員会議で共通理解を図る。

夏 ・家庭訪問時における保護者との話し合い。
休 ・市生徒指導研究会において他校と情報交換を行う。
み ・医学的ケアを必要とする子どもについて，主治医から話を聞く等の校内研修を行う。

９月 ・夏休み時における問題行動等を把握し，対応する。
・大学の先生の講演会（本校保護者対象）を開催する。

１０月 ・生徒指導上特に気になる子どもや事例を拾い出し，全教職員で共通理解を図る。
後 １１月 ・該当の子どもや学級の子どもの様子を見る。

１２月 ・個人懇談や教育相談などで保護者からの要望や気になることを聞く。
１月 ・生活指導部において，学年をまたがる事例や緊急性のある事例について対応を検討し，

期 ２月 実施する。また，必要に応じて職員会議で共通理解を図る。
３月 ・今年度の経過や来年度の方向性について，検討する。

＊ 問題行動や生徒指導上問題のある事例に対しては，その都度対応する。必要に応じて，保護者との

教育相談や生活指導部による協議や対応，さらに全教職員の共通理解を図る。

資料２－１－１
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※ 「児童の心のケアに関する体制整備や指導・相談の実施」に深く関係するものに下線児童の心のケアに関する体制整備や指導・相談の実施」に深く関係するものに下線児童の心のケアに関する体制整備や指導・相談の実施」に深く関係するものに下線児童の心のケアに関する体制整備や指導・相談の実施」に深く関係するものに下線

①家庭訪問 … １年生 ４月 ２～５年生 ７月

②個人懇談 … ２～６年生 ４月 全学年 ７月 全学年 １２月

③学校保健委員会 … 期日：４月２８日（火） 全体会…活動は年間をとおして適宜

④管理職，（特別支援）担当者との共通理解会議（学年別） ５月中

⑤特に気になる児童や事例についての共通理解（職員会議において）

… 期日：６月 ２日（火） １１月１０日（火）

⑥市小中学校生徒指導研修会への参加 … 期日：８月２６日（水）

⑦校外補導 … 期日： ７月２１日（火） ８月５日（水）

１２月２８日（月） いずれも市内駅前付近

⑧学校カウンセリング 毎週月曜日

⑨下校指導 … 毎週火曜日 学校周辺

⑩巡回バス指導 … 月１回程度 学校近辺のバス停から

上記③の学校保健委員会において，保護者対象に「子どもの心身の健康に関するアンケート」

を行い，その結果を３回（７月１６日，９月１０日，１１月６日）にわたって，保護者全体に

報告した。以下は，その報告文書である。

資料２－１－２
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【分析結果と根拠理由】

①②⑤について

全校児童の家庭状況や生活の根拠地の様子などについて，全ての担任が各家庭を回り確認を

行った。訪問時の意見交換の中で保護者の願いや本人の生活の状況などを確認することができ

た。家庭での生活に問題があると認められた児童に対しては，必要に応じて再度の訪問や個人

懇談等を行い，速やかでかつねばり強い対応を行った。

生徒指導上特に気になる児童や事例についてピックアップし共通理解に努めた。学級や学年

のみではなく全教職員で確認する機会をもつことで，身体的・精神的にケアが必要な児童につ

いての共通理解が図れ，より迅速で正確な対応がとれるようになった。

③について

本校の学校保健委員会は，保護者会長，学校医，学校長，養護教諭，保健主事，体育主任，

環境部長，保護者の各学級代表，各学年生活指導研究部所属教員で構成される。毎年，年度初

めに，全員が集まり，各自が本校に対して感じている課題，我が子を見て感じる課題等を持ち

寄り，年間通して考えていきたいテーマを決定する。本年度は「子どもの心身の健康」となっ

た。６月２２日に，保護者を対象にしたアンケートを行い，各学年の学校保健委員（保護者）

が集計・考察し，その結果を，全体に文書で報告した。我が子と同年代の子どもたちの実態と

その意味・背景，他の家庭の実態や考え方を知ることにより，得心し，安心等心のゆとりが生

まれたり，得た情報が子育てのヒントとなり自信が強まったりと，さまざまな反応が寄せられ

た。

さらには，鳴門教育大学から，「心身の健康」について研究している専門家に来ていただき，

保護者を対象に講演していただく機会も設け，より専門的な見地から，自身の疑問やその対策

について示唆をいただいた。

また，発展的活動として，「はぐくみふれあいトーク」と題した場も設けられた。卒業生の

保護者と現保護者との対話集会を学年単位で行った。日頃の子育ての悩みについて相談にのっ

ていただいたり，これからの心構えを教えていただいたりする場となった。

④について

管理職，（特別支援）担当者も交えて，学年別に，生徒指導上，特に気になる児童や事例に

ついてピックアップし，相談・共通理解に努めた。①②の結果や以後の状況報告，⑤に臨むに

あたっての留意事項等の準備が中心となった。経験豊富，専門的知識が豊富な立場（管理職・

担当者）と相談することにより，「学校としてこの子をどう支えていくのか」が明確になり，

より根拠や自信をもって対応できることになった。

⑥⑦について

生徒指導では自校のみならず他校や地域との協力が必要不可欠である。研修への積極的な参

加により，生徒指導上児童たちにどのように接することが大切なのかを深く学ぶ機会を得た。

また，校外補導という形で，地域を実際に足で歩き見聞することで，そこに潜む危険な箇所

や児童の登下校の実態を確認することができた。

⑧について

鳴門教育大学よりカウンセラーの方に来ていただき，毎週月曜日午後に対応していただいて

いる。
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⑨⑩について

毎週火曜日担当学年を決め下校指導を行い，その日の職員会議で下校時の状況について説明

するようにしている。また，月１回程度担当学年を決め，学校近辺のバス停から児童とともに

バスに乗車し，バスの中での態度などについて指導し，成果をあげている。そこで問題になる

ようなことがあれば，協議し，その都度対応している。安全指導を主たる目的に行っているが，

学校では見えない子どもの実態に出合うこともあり，必要に応じて，「心のケア」と関連させ

た対処をとっている。

下は，本年度の保護者「１４ 学校は，保護者からの相談に対して，適切に対応しているか」

及び児童「先生は，自分たちの意見や話をよく聞いてくれるか」のアンケート結果のグラフで

ある。保護者で８７％，児童で９７％が，肯定的な回答を寄せている。教員が，子どもの幸せ

を願い，対応している結果であろう。

＜保護者＞

＜児童＞

（２） 優れた点及び改善を要する点（２） 優れた点及び改善を要する点（２） 優れた点及び改善を要する点（２） 優れた点及び改善を要する点

【優れた点】

○全教職員の共通理解，協同指導を大切にした体制を確立・充実させたことで一人で悩まない，

抱え込まない，よりオープンな生徒指導を実施できた。また，本校卒業生の保護者にも積極

的にかかわっていただく場づくりをすることにより，保護者を「一人にしない」，安心して

子育てに取り組むことができる体制づくりが進みつつある。

○児童同士や児童と教師の心の交流を大切にし，自主性と社会性の調和した人間形成をめざす，

いわゆる「人間学校」としての機能を果たすことができた。

【改善を要する点】

○スクールカウンセラーが毎週月曜日の午後に来校してくれているが，その活用が，十分にで

きていない。文書による保護者への周知を行っているが，本年度は，５名の保護者の方（幼

稚園のぞく）が相談においでただけである。スクールカウンセラーに相談するよりも担任へ

の相談が多いのは嬉しいことではあるが，今後，もっと活用できるような方策を考えていく

必要がある。

（３）評価項目の達成及び取組状況の自己評価（３）評価項目の達成及び取組状況の自己評価（３）評価項目の達成及び取組状況の自己評価（３）評価項目の達成及び取組状況の自己評価

以上の内容を総合し，４段階評価中の「 Ａ 十分達成されている 」と判断する。

１４　学校は，保護者からの相談に対して，適切に対応している。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ⅱ－14

よくあてはまる だいたいあてはまる あまりあてはまらない

ほとんどあてはまらない わからない

３　先生は，自分たちの意見や話をよく聞いてくれる。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ⅰ－３

よくあてはまる だいたいあてはまる

あまりあてはまらない ほとんどあてはまらない
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評価項目 ３ 保健管理評価項目 ３ 保健管理評価項目 ３ 保健管理評価項目 ３ 保健管理

（１）観点の分析（１）観点の分析（１）観点の分析（１）観点の分析

観点３－１ 日常の健康観察や疾病予防の取組ができているか

【観点に係わる状況】

①日常の健康観察の実施

○朝の会において，担任は，欠席状況や児童一人一人の健康状態，疾病の発生状況を把握す

る。欠席状況については，欠席カードに記入し，保健室へ提出する。

○学校生活全体を通して，すべての教職員が継続的に健康観察を行う。

○健康観察の結果，異常のみられた児童については，保健室において，養護教諭が観察・指

導を行う。

②疾病予防の取組

○担任は，手洗い・うがいの励行，換気，規則正しい生活などの保健指導を行う。

○養護教諭は，疾病の発生状況を常に把握し，流行の兆しがあれば，職員会議で，予防を

呼びかける。伝染病の流行については，学校医・保健所の意見を聞き，学長や学校長の判

断のもと出席停止や臨時休業などの措置をとる。

○学校薬剤師により，定期的な学校環境衛生検査を行うとともに，すべての教職員によって

日常的な点検を行う。

○学校医・学校歯科医による健康診断や専門機関による尿・ぎょう虫検査を実施し，早期発

見・早期治療に努めるとともに，事前に保健調査を実施したり，保健だより等で検査の内

容を紹介したりすることにより，健康管理への意識を高める。

○ 教職員が役割分担し，前期・後期の発育測定や年２回の視力検査を行う。

③救急処置連絡体制の整備

○救急に処置を要することが起こった場合，教職員がどのように連絡を取り合い対処すれば

よいかについて，マニュアルを作成し，年度当初の職員会議で共通理解を図る。

○健康面で配慮を要する児童について，職員会議で共通理解を図る。特に，アレルギー疾患

に関しては，十分な管理を行い，保護者の希望によりアレルギー管理表を提出できるよう

にし，周知徹底できるようにする。

【分析結果と根拠理由】

①日常の健康観察の実施に関して

大きな事故や疾病が起こることなく，児童は，学校生活を円滑に進めることができている。

今年度は９月以降，新型インフルエンザに対する管理の徹底を行うこととなった。朝の会で風

邪症状がみられた児童は，担任が「風邪症状健康観察記録表」に様子を記入し，それを持った

児童が養護教諭のもとで再観察を受けることとし，その際，感染防止のため，保健室とは別の

部屋で対応することとした。また，インフルエンザや風邪症状での欠席者がある場合は，従来

の欠席カードとは別に，担任が「欠席者記録表」に氏名と症状を詳しく記入して保健室へ提出

することとし，速やかに全体の把握ができるようにした。

②疾病予防の取組に関して

新型インフルエンザの流行に備え，担任が保健指導を徹底するとともに，全校に常に呼びか

けた。また，各教室に即乾性アルコールスプレーを設置し，消毒効果を高めるようにした。し

かし，全国的な流行が到来し，１２月末までに５クラスで新型インフルエンザによる大きな流



- 12 -

行がみられた。その際は，学校医・保健所と連携し，すみやかに対応した。

校内の衛生管理においては，学校環境衛生検査により，問題点を早期発見し改善することで，

児童の健康・安全を保持増進することができている。また，教職員における日常的な点検によ

り速やかな対応ができている。

健康診断についても，特別な事情がないかぎりすべての児童を対象に実施し，事後処置の必

要な場合には，速やかにお知らせを配布している。健康診断前の保健調査を十分に活用し，健

診時に学校医に伝えて指導を仰ぐことができた。発育測定や視力検査の結果も速やかに結果を

お知らせし，問題のみられる児童については記録をとり継続観察を行っている。

③救急処置連絡体制の整備に関して（資料３－１－１参照）

今年度重篤な傷病者はみられなかったが，傷病者の発生時にはマニュアルに従った対応がで

きていた。今年度より，希望により医師の証明に基づくアレルギー管理表を提出できるように

し，アナフィラキシーショックにも対応できるよう教職員の研修も行った。

資料３－１－１

（２） 優れた点及び改善を要する点（２） 優れた点及び改善を要する点（２） 優れた点及び改善を要する点（２） 優れた点及び改善を要する点

【優れた点】

○学校医・学校歯科医・学校薬剤師の協力が非常に得られやすい。そのため，突発的な事柄

についても，すぐ相談できる体制にある。

○健康診断や発育測定など，教職員の協力のもと円滑に進めることができる。
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【改善を要する点】

○事故や疾病に対する予防の意識に差がみられるため，さらに共通理解を図り，意識を高め

る必要がある。

（３）評価項目の達成及び取り組み状況の自己評価（３）評価項目の達成及び取り組み状況の自己評価（３）評価項目の達成及び取り組み状況の自己評価（３）評価項目の達成及び取り組み状況の自己評価

以上の内容を総合し，４段階評価中の「 Ａ 十分達成されている 」と判断する。
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評価項目 ４ 安全管理評価項目 ４ 安全管理評価項目 ４ 安全管理評価項目 ４ 安全管理

（１）観点の分析（１）観点の分析（１）観点の分析（１）観点の分析

観点４－１ 安全点検や教職員・児童の安全対応能力の向上を図るための取り組みができて

いるか

【観点に係る状況】

平成２１年度附属小学校安全指導計画を作成し，組織

づくりを行った。また，計画に基づいて次の安全点検

並びに回避・避難訓練を実施した。

① 校内安全点検…毎月の学校保健安全の日に実施

② 不審者回避訓練………期日 ６月１日（月）

③ 火災避難訓練…………期日 １０ 月１日（木）

④ 地震・津波避難訓練…期日 １月８日（金）

「安全管理年間計画」 資料４－１－１

資料４－１－２

【分析結果と根拠理由】

①について

校内全域を，各箇所ごとに設定されたチェック項目について全職員がグループに分かれ細か

く点検を行った。不備のある箇所については，速やかに改善処置をとった（次ページ資料４－

２－３参照）。
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資料４－１－３

②～④について

訓練を行う前に教員で訓練の内容を詳細に検討した。訓練実施後は，訓練の内容についての

アンケートをとり，次年度に向けての反省点を明らかにした。児童に対しては事前・事後指導

を行い，回避や避難を行う際の行動・態度についての指導を徹底した（次ページ資料４－１－

４参照）。

（２） 優れた点及び改善を要する点（２） 優れた点及び改善を要する点（２） 優れた点及び改善を要する点（２） 優れた点及び改善を要する点

【優れた点】

○複数の目で丁寧に点検を行っているため，児童の安全のための対策が十分に行われており，

前年度に引き続き，本年度も重大な事故が起きていない。

◯「危機管理マニュアル」（名称：附属小学校安全指導計画）の見直しを行い，教職員に周知

徹底を行った。

◯ここ数年に引き続き，学校安全指導者養成講座（つくば）に教員を派遣し，全国の情報の把

握に努めている。

○回避・避難訓練を実施した際には，教職員がそれぞれの役割を適切に果たし，児童は速やかに

行動することができていた。このことから，教職員も児童も非常時にどのような行動を取れ

ばよいかが，しっかりと認識することができているといえる。また，警察署や消防署といっ

た関係機関との連携を取ることができており，外部から訓練の内容について指導を受けるこ

とができた。
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「避難訓練計画案」（一部） 「避難訓練反省」

資料４－１－４

【改善を要する点】

◯実効性向上のためには，学年始め早々の安全指導計画の共通理解の後，実際の動きをまじえ

た「実地訓練」を年間に適宜取り入れる必要がある。

（３）評価項目の達成及び取組状況の自己評価（３）評価項目の達成及び取組状況の自己評価（３）評価項目の達成及び取組状況の自己評価（３）評価項目の達成及び取組状況の自己評価

以上の内容を総合し，４段階評価中の「 Ａ 十分達成されている 」と判断する。
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評価項目 ５ 人権教育評価項目 ５ 人権教育評価項目 ５ 人権教育評価項目 ５ 人権教育

（１）観点の分析（１）観点の分析（１）観点の分析（１）観点の分析

観点５－１ 教職員・児童・保護者の人権意識を高める研修，授業，啓発活動の取り組みは

できているか。

【観点に係る状況】

今年度は，第３８回の徳島市人権教育大会（Ｂブロック）の会場校となった。昨年度の研

究をベースに，本年度の本校テーマを 「 互いの人権を大切にし，主体的に課題解決に取り組

み，よりよく生きる子の育成」とし，この発表に向けて日々の活動を中心に，教職員・児童・

保護者の人権感覚を高める研修，研究授業，啓発活動を行ってきた。そして，人権教育目標及

び本校テーマを達成するために，①年間計画研究，②授業研究，③実態研究，④啓発研究の４

つに分け実践を進めた。

具体的な取り組み

①年間計画研究

毎年，年度末及び年度当初に人権教育年間計画の見直し及び加筆を行っているが，特に，

本年度は，個別人権課題の取り上げ方を見直した。そして，どのように系統だてて指導して

いけばよいか一覧にまとめ，年間及び学年間の見通しをもった人権教育を進めることができ

るようにした。

②授業研究

授業研究を，さらに「研究授業・授業研究会」，「実地教育指導」に分け，研究を進めた。

両者とも基本的に，

・子どもたちが人権問題に気付き，考え，行動することができるような場を設定し，主体

的に課題解決に取り組むことができるようにすること。

・交流や体験的な学びを多く取り入れること。

・支え合い，学び合う仲間づくりができる学級風土をつくること。

を心がけた。

ア 研究授業・授業研究会

本年度は, ６月に低学年・中学年・高学年の３クラスにおいて，講師を招聘しての研

究授業および授業研究会を行った。

参観日を兼ねたオープンスクールにおいて毎年１時間授業公開をしている。授業後の

研究会はないが，教員の授業力向上と保護者への啓発に寄与している。

イ 実地教育指導

９月より行われる実地教育期間中に，人権の授業を低学年・中学年・高学年の３クラ

スにおいて研究授業および授業研究会を行った。

③実態研究

本校では実態研究を，さらに「実態調査，資料文献収集」，「フィールドワーク」に

分け，研究を進めた。

ア 実態調査，資料文献収集

イ フィールドワーク

大和ミュージアム・ホロコースト記念館・渋染め一揆資料館・亀島山軍需工場跡見学

（次ページ資料５－１－１参照）
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④啓発研究

啓発研究をさらに「研究会参加（自己啓発）」，「啓発活動（保護者啓発）」に分け，研

究を進めた。

ア 研究会参加（自己啓発）

人権主事会・小学校人権教育研修会・徳島県人権教育研修会へ積極的に参加する。

イ 啓発活動（保護者啓発）

子どもの人権意識には，その保護者の考えが大きく影響する。そこで，子どもととも

に保護者の人権意識も高めたいと思い，次のような取り組みを行った。

・はぐくみ誌，学年だより

・人権に関する意識調査（年度末に実施予定）

・人権学習授業参観，講演会開催 人権教育講演「私の歩んだ道」

講師 元岡山県立盲学校 竹内昌彦先生

（次ページ資料５－１－２参照）

資料５－１－１

平成２１年度第２回小学校人権教育主事研修会資料（一部抜粋）

３ 教職員研修の充実～フィールドワークの報告～

平成２１年８月１７日，１８日，一泊二日のフィールドワークを実施した。両日参加１５名，１日参加５名であった。

① 亀島山地下工場跡・・・・亀島山地下工場を語りつぐ会の土屋（ひじや）さんに案内していただき，ヘルメット着用，懐中電灯持

参で,約高さ３ｍ幅６ｍの地下へ入る。平均気温１７度。暑い外気に比べて，何とも冷んやりした暗黒の空間。案内されたのは，１号

トンネルと呼ばれる一番大きいトンネル（東西５本のトンネルがある。）。ここでは，１９４４年，海軍一式陸上攻撃機５１３機が作られ

た。三菱重工業水島航空製作所の一つ。飛行機製造は，養成工である学徒勤労要員の少年少女，土木建築工事の働き手は，

主に，朝鮮人で，強制労働で掘削が行われた。実際に，トロッコの枕木の跡や落盤を防ぐための穴（角材を板に打ち付ける）が残

っていた。また，何個かの大きなバケツもあり，戦後は，ここで養豚が行われたということだ。地下壕での作業は，精神的にも肉体

的にも過酷なものであっただろう。「戦争を繰り返すべきでない」という思いを，この地下工場跡は如実に物語っている。

② 渋染め一揆資料館・・・・岡山市人権センターの方により，渋染め一揆（安政３年１８５６年）に関する丁重な授業を受けた。渋染

め一揆は，その前年安政２年岡山藩が出した２４の倹約令および「えた」身分の者に５か条の御触書に対する千数百人の一揆。

紋之助（４３歳）と豊吉（５５歳）が，運動の中核。とくに，豊吉は，嘆願書の原文と屑者重宝記の執筆を行う。この強訴の指導者た

ちは，読み書きはもちろん「唐詩撰」の類まで講釈できるほどの知識人であった。要求の正当性を確信した命がけの闘争は，多く

の犠牲者は出たが結果，実を結び，今日「差別」に立ち向かう人権闘争として，高く評価されている。本県では，６年生の学習材。

隣地には，１９８６年，渋染め一揆１３０年を記念した渋染め一揆跡の碑文が建立されている。

③ 大和ミュージアム・・・・４つのテーマにより構成されている呉市にある戦艦大和の資料館。４つのテーマとは，歴史（呉の歴史を

通して，日本の現代史を学ぶ。平和（大和の乗組員・市民の戦争体験から戦争の悲惨さ，平和の大切さを考える。科学技術（造

船技術や造船にかかわる科学の原理とその応用技術について体験しながら理解する。）ものづくり（呉の産業技術。造船・製鋼な

どの移り変わりと発展を学ぶ。

前日，広島の原爆ドーム跡，平和の塔での折り鶴の数々を見てからの体験館であっただけに，意気軒昂と軍備の技術力を誇

り，巨大化、精巧化してきた軍備拡張の歴史とはギャップがあるかと思ったが，上記テーマのように，平和学習ができるような構成

になっていた。とくに，大和乗組員の遺した遺書の数々や遺族の言葉，シアター設備によるリアルな戦争中の映像は，心に刻ま

れる。他に，無料施設として，鉄のクジラ科学館があり，ここでは潜水艦体験ができるようになっていた。また，使命感に燃えた若き

自衛隊員が自衛官募集の案内役をしており，憲法９条による国防についても考えることができた。

④ ホロコースト資料館・・・・福山市にあるアンネフランクが書いたアンネの日記の資料館。隠れ家で，ただ一人生き残ったアンネ

の父オットーフランク氏と１９７０年に，運命的な出会いをした牧師である大塚館長が設立。館内には，隠れ部屋の再現，多くのア

ンネにまつわる遺品やアウシュビッツ強制収容所についての内容の展示物，記念のアンネのバラ等が整然と配列されている。ナ

チスドイツの迫害を受け，ただユダヤ人であるが故に，オランダアムステルダムの隠れ家で，１５歳の生涯を終えた聡明な少女は，

誕生日に父から貰った一冊の日記に，「世界や人類のために働きます。」と将来の夢や理想を綴っている。世界で最も読まれて

いる日記として，この「アンネの日記」は挙げられているが，このことこそが，アンネの将来の夢を皮肉にも叶えているのではないだ

ろうかと感じた。
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・

研修会への参加呼びかけ

・人権学習ワークシートを活用した家庭での話し合い

ウ 研究会主催（徳島市小学校Ｂブロック大会）

１１月５日第３８回徳島市佐那河内村人権教育大会の会場校となり，本校の現状と課

題の発表と学年別授業公開及び分科会が行われた（資料５－１－３，４参照）。

【分析結果と根拠理由】

５－１の観点に係る実施状況は，本年度５月より，１２月に至るまでのものであり，どの月

資料 ５－１－２ （校誌より一部抜粋）

〈
人
権
教
育
研
究
部
〉

「
私
の
歩
ん
だ
道
」

岡
山
盲
学
校

竹
内
昌
彦
先
生

こ
ん
に
ち
は
。
わ
た
し
は
、
岡
山
県
で
盲
学
校
の
教
員
を
し
て
い
ま
す
。
ご

覧
の
よ
う
に
目
が
全
く
見
え
ま
せ
ん
が
、
自
分
の
こ
と
は
何
で
も
自
分
で
で
き

ま
す
。

目
の
見
え
な
い
人
を
助
け
る
物
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
の
時
計

は
、
ガ
ラ
ス
の
ふ
た
が
開
く
の
で
、
針
を
触
わ
る
と
時
間
が
分
か
り
ま
す
。
声

の
出
る
デ
ジ
タ
ル
時
計
や
照
度
計
、
万
歩
計
な
ど
は
も
っ
と
便
利
で
す
。
ど
ん

な
種
類
の
電
話
も
「
５
」
の
所
に
は
、
必
ず
点
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
知
っ
て
ま

し
た
か
。
お
送
り
し
た
資
料
も
、
変
換
す
る
と
喋
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
、
全

部
わ
た
し
が
書
い
た
ん
で
す
よ
。
わ
た
し
が
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
た
い
こ
と
の

一
つ
は
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
上
に
自
転
車
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
も
う
一
つ
は
、
も
し
、
困
っ
て
い
る
よ
う
な
時
に
は
、
勇
気
を
出
し

て
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
「
何
か
お
手
伝
い
で
き
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
。」
と
か
言
っ
て
も
ら
え
た
ら
、
本
当
に
地
獄
に
仏
で
す
。

わ
た
し
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
時
、
肺
炎
の
高
熱
の
た
め
右
目
を
失
明
し
ま
し
た
。

左
目
も
、
○
・
一
し
か
見
え
な
い
ぐ
ら
い
の
視
力
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

あ
の
頃
は
、
障
害
者
に
人
権
な
ん
て
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
小
学
校
に
入
学

～
一
部
省
略
～

は
ぐ
く
み
講
座
に
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
ご
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

○
障
害
の
あ
る
方
を
町
で
お
見
か
け
し
た
と
き
に
は
、「
声
を
か
け
て
ほ
し
い
」

と
い
う
お
話
に
、
今
後
は
積
極
的
に
お
声
か
け
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。（
一
年
）

○
命
は
、
一
つ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
生
き
抜
い
て
行

く
こ
と
を
我
が
子
に
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。（
二
年
）

○
「
な
ぜ
勉
強
せ
な
あ
か
ん
の
」
と
聞
か
れ
た
と
き
に
、
は
っ
き
り
と
言
っ
て

あ
げ
ら
れ
る
親
に
な
り
た
い
で
す
。（
三
年
）

○
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
わ
れ
て
、
嬉
し
い
と
い
う
気
持
ち
を
大
切
に
し
、
感

謝
の
気
持
ち
を
伝
え
合
う
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
（
四
年
）

○
日
々
の
生
活
の
中
で
忘
れ
て
ま
し
た
。
イ
ラ
イ
ラ
せ
ず
に
ゆ
っ
く
り
見
守
る

こ
と
、
周
り
の
人
に
優
し
い
目
と
心
を
向
け
る
こ
と
。（
五
年
）

○
先
生
は
、
確
か
に
失
明
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
「
心
の
目
」
は
し
っ
か
と
り
開

か
れ
て
い
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
は
、
失
明
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
時
と
し
て

「
心
の
目
」
は
開
い
て
い
な
い
気
が
し
ま
す
。（
六
年
）

資料 ５－１－３ （校誌より一部抜粋）

〈
人
権
教
育
研
究
部
〉

二
研
究
会
当
日
の
授
業

○
一
年
二
組
道
徳
「
友
達
の
気
持
ち
に
目
を
向
け
て
」

月
本
直
樹
教
諭

資
料
「
く
ま
く
ん
は

ひ
と
り
ぼ
っ
ち
」
（
な
か
ま
）
の
挿
絵
を
も
と
に
、

く
ま
君
の
気
持
ち
に
つ
い
て
考
え
を
伝
え
合
い
な
が
ら
、
「
仲
間
は
ず
し
は
絶

対
に
許
さ
れ
な
い
。
」
と
い
う
こ
と
を
、
子
ど
も
と
共
に
確
か
め
合
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
授
業
の
終
末
で
は
、
「
人
に
く
ま
君
の
よ
う
な
思
い
を
さ
せ
た

こ
と
は
な
い
か
。
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
勇
気
を
出
し
て
語
る
こ
と
が
で

き
た
子
が
い
ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
生
活
の
中
に
あ
る
仲
間
は
ず
し
に
つ
い
て

考
え
る
、
よ
い
学
習
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

○
二
年
三
組
道
徳
「
相
手
の
身
に
な
っ
て
」

梶
本

幸
教
諭

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
に
入
れ
ず
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
で
い
る
き
よ
し
く
ん
。
き
よ
し
く

ん
の
こ
と
を
「
入
り
た
く
な
い
子
」
と

決
め
つ
け
て
い
る
「
み
ん
な
」。
き
よ

し
く
ん
の
本
当
の
気
持
ち
を
考
え
、
相
手
の
気
持
ち
を

理
解
し
よ
う
と
し
な
い

こ
と
が
、
い
か
に
つ
ら
い
思
い
を
さ
せ
て
い
る
か
話
し
合
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

き
よ
し
く
ん
の
気
持
ち
に
気

づ
く
だ
け
で
な
く
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
何
か

や
っ
て
み
る
こ
と
の
大
切
さ
を
考
え
ま
し
た
。
ふ
だ
ん
の
生
活
で
も
「
も
し
自

ブロック人権公開授業一覧

学年組 主題 指導者

１－２ 友達の気持ちに目を向 月本直樹

けて

２－３ 相手の身になって 梶本 幸

３－１ 世界中の子どもたち 吉岡壮吉

４－２ ともに生きる 清水 愛

５－３ 自己を見つめて 米田直紀

６－２ 差別に立ち向かう心 林 隆宏

資料５－１－４
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も，人権教育に関する取り組みを継続して行ってきた。また，教職員・児童・保護者の人権感

覚を高める研修の取り組みの手法として，普遍的なアプローチと個別的なアプローチの両面か

ら，人権問題学習を重点的に行ってきた。徳島県・市教育委員会の先生方との事前研修会，各

学年別授業事前研究会，学校長の各授業者への懇切丁寧なアドバイスを得て，人権教育大会を

盛況に終えることができた。

（２） 優れた点及び改善を要する点（２） 優れた点及び改善を要する点（２） 優れた点及び改善を要する点（２） 優れた点及び改善を要する点

【優れた点】

○夏の人権学習会には，任意の研修であったのにもかかわらず，やむをえない事情（出張等）

以外の教職員全ての２５名が研修に参加した。また，保護者への研修（教育講演会）の参加

者も大変多かった。また，講演者の御著書を買い求める方も多かった。障害者問題の人権に

ついて涙あり，ユーモアあり，感動ありの講師先生のお話で，保護者啓発に大いに寄与した。

○校内研修での人権問題学習の研究授業，体験的な学習活動，当日の授業までの学習検討会，

当日の授業指導案の研究会などに関して，徳島県教育委員会，徳島市教育委員会，人権教育

啓発委員の先生方に適切なアドバイスを頂き，より充実した研修会が開催できた。また，家

庭でも，授業で習ったことについて話し合えるように，ワークシートにして持ち帰り，保護

者と連携した人権学習が展開できるように改善した。

○ 全校児童による学び合いタイムを利用した，子どもたち同士の人権問題学習の伝え合い，

授業中の意見交換が積極的・主体的にできるようになってきた。

○異年齢集団との交流活動や附属特別支援学校との交流，様々な人々とのふれあい体験を

通して自然な形で人権感覚を身に付けてきた。このことは，児童にとって意味あ

ることであった。

【改善を要する点】

○長年行っている「はぐくみ講座」での人権教育講演会や参観日での全校一斉の授業公開は，

保護者へ向けての啓発活動として非常に有意義な機会である。講演会の内容は校誌「はぐく

み誌」に掲載し，保護者全員に周知している。長年に渡る地道な取り組みを今後も続け，関

係諸機関の協力も得ながら，それぞれの家庭で具体的取り組みがなされるよう人権教育を進

めていくべきであると考える。一過性のものに終わらせず，今後も課題を分析し，人権

意識の涵養を図りたい。

（３）評価項目の達成及び取組状況の自己評価（３）評価項目の達成及び取組状況の自己評価（３）評価項目の達成及び取組状況の自己評価（３）評価項目の達成及び取組状況の自己評価

以上の内容を総合し，４段階評価中の「Ａ 十分達成されている」と判断する。
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評価項目６ 情報提供評価項目６ 情報提供評価項目６ 情報提供評価項目６ 情報提供

（１）観点の分析（１）観点の分析（１）観点の分析（１）観点の分析

観点６－１ ウェブページやメーリングリストの活用など，情報提供はできているか

【観点に係る状況】

平成２１年度には，次のような手段を用いて情報を公開・発信した。

①懇談 個人懇談・年２回 学年学級懇談・年５回 実施

②学級・学年通信 保健だより・給食だより・学年だより等の定期的な発行

③学校通信 学校要覧・研究紀要・要項・はぐくみ誌（年３回）の発行

④ホームーページ 「学校でのひとこま」「学年のページ」「今日の給食」等の更新

⑤メーリングリスト 学級・学年緊急連絡網，不審者情報，災害発生時等の緊急連絡方法

【分析結果と根拠理由】

①～③について

学級・学年通信など従来の実践の充実を図りながら，オープンスクール等の手段と合わせて，

保護者，PTA，地域社会に対して，日々の教育実践の目標や成果，課題等を積極的に情報提供

し，理解と協力を求めた。

④について

ウェブページを利用し，学校で行われていることを写真と共に伝え，出来事を迅速に伝える

ことができた。

⑤について

保護者の約９６パーセントが登録している。学級閉鎖の際に，明日の予定や下校時間を伝え

たり，雨天の際の運動場での駐車に関してなど，緊急連絡としても効果的であった。従来の電

話での連絡よりも，より迅速に情報を発信することができた確実さという点で，電話連絡を合

わせての活用を今後も行いたい。なお，全校にメール連絡を行ったのは，２月末時点で５８回
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であり，学年毎のメール連絡も６年４２回，５年３５回，４年３８回を数えた。

次のグラフは，学校の情報公開について，保護者（上段）と教員（下段）に対して行ったア

ンケート結果である。保護者のアンケート結果からは，学校の情報公開を昨年度以上に肯定的

にとらえていることが伺える（約９６％の保護者が肯定的にとらえている）。教員に対するア

ンケートでは，昨年は自分自身がホームページの更新作業をしていないために当てはまらない

と回答した教員も多かったので本年度は，学年や学校として情報発信ができているかという観

点に変更したところ，ほぼすべての教員が，保護者への情報公開ができているととらえている。

（２） 優れた点及び改善を要する点（２） 優れた点及び改善を要する点（２） 優れた点及び改善を要する点（２） 優れた点及び改善を要する点

【優れた点】

○教育調査で「個人が特定される写真や児童作品を学校ホームページに掲載すること」の可

否を調査することで，肖像権に十分配慮しながらも，ホームページの更新が素早く行えた。

○メーリングリストは，９６％の保護者が加入し，学校の緊急連絡以外にも，不審者情報や遠

足や修学旅行の様子を伝えるなど，情報発信手段として定着してきた。

○ウェブページは，毎日の平均アクセス数が昨年度までの平均７００件から，今年度は平均１

５００件と飛躍的に伸びている。この点からも，保護者や地域にとって必要な情報を迅速に

発信することができたといえる。

【改善を要する点】

○関心をもち続けてもらえるよう，学校ホームページに，学年だより等の保護者や地域のニー

ズを考慮したものを，掲載していく必要がある。

○メーリングリスト未登録の５パーセントの保護者への情報公開。

（３）評価項目の達成及び取組状況の自己評価（３）評価項目の達成及び取組状況の自己評価（３）評価項目の達成及び取組状況の自己評価（３）評価項目の達成及び取組状況の自己評価

以上の内容を総合し，４段階評価中の「 Ａ 十分達成されている 」と判断する。

 学校は，子どもの学校での様子について，よく知らせようとしている。

（懇談，学年〈学級〉通信，ホームページ，メール配信，計画帳など）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成２１年度

平成２０年度

よくあてはまる だいたいあてはまる あまりあてはまらない ほとんどあてはまらない わからない

 ホームページの更新等を行い，学校情報の発信ができている

（学校や学年として）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成２１年度

平成２０年度

よくあてはまる だいたいあてはまる あまりあてはまらない ほとんどあてはまらない
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評価項目７ 保護者・地域住民等との連携評価項目７ 保護者・地域住民等との連携評価項目７ 保護者・地域住民等との連携評価項目７ 保護者・地域住民等との連携

（１）観点の分析（１）観点の分析（１）観点の分析（１）観点の分析

観点７－１ 授業や教材研究などにおける外部人材の活用ができているか。

【観点に係る状況】

（保護者の方との連携）

学 年 実施月 内 容 な ど

１ ４ 交通安全教室において，子どもと一緒に学校周辺道路を歩いて，

安全な道路の通行の仕方やマナーについて学ぶ機会を設けた。

７ 防犯教室時に保護者の方の参加を募り，子どもとともに学ぶ機会

を設けた。

２ １１ 生活学習の大学探検において保護者の方にも参加いただき数々

２ の活動で協力を得た。

３ ６ 社会科の市内探検時に，保護者の方にグループ別に参加していた

だいた。

上記以外にも，研究授業などの時には，保護者の方に，自習監督をお願いしている（低学年

は各クラス１名，中高学年は学年で１～３名）。本年度は，次のような状況であった。

ご協力いただいた時期 ご協力いただいた回数 延べ人数

５月～１２月 １３回 約３５０人

保護者に，協力を得ることで，児童の安全管理が行き届くとともに，自習中の質問などに答

えてくれたりもするので，助かっている。

また，学校全体としては，はぐくみ祭りやオリエンテーリング，オープンスクールの開催，

数多くの参観授業，各 PTA 活動を通して保護者との連携を密にとることに努め，協力をいた

だいたことで学習の効率が上がったように思われる。さらに２月には音楽会や音楽関係サーク

ルによるコンサートなど保護者参加の行事が予定されており１年を通して連携することができ

ている。

（地域住民の方との連携）

学 年 実施月 内 容 な ど

１ ５ 音楽科において外部講師による鍵盤ハーモニカの講習会を行った。

７ 綜合警備保障の方を招いての防犯教室を行った。

２ ６ 綜合警備保障の方を招いての防犯教室を行った。

９～１０ 生活学習において各商店に依頼しインタビュー形式による取材に

応じていただいた。

１２ 大学を訪問しいろいろなインタビューを行うという活動を行っ

た。

３ ５ 音楽科において外部講師によるリコーダー講習を行った。

１２ 総合学習において阿波踊りの連の方よりお話をうかがい，実技指

導をしていただいた。
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１２ 阿波踊り会館の方からお話をうかがった。

４ ４～１０ 社会科において徳島市東部消防署（４月）・徳島東警察署（５月）・徳島

市西部環境事業所（７月）を見学した。また徳島市水道局の方（６月）や徳

島市生活環境課の方（１０月）に来校していただきお話をうかがった。

１０～１１ 総合の時間には，徳島県障害者交流センターの見学や視聴覚障害

者支援センターの方のお話をうかがった。

１ 大谷焼の窯元を訪れ，地域に根ざす伝統工業についての理解を

深めた。

５ ５ 総合学習において特別支援学校の先生からお話をうかがった。

１０ 修学旅行時に語り部の方からお話をうかがった。

６ １０ 修学旅行に奈良の握り墨作成体験活動や京都の伝統産業体験活動

を行った。

２ 租税教室や検察庁出前講座を行った。

【分析結果と根拠理由】

授業の中で，必要性がある場合には現地に赴いたり，来校して頂いたりし，教師では指導

できない内容や，より具体的なお話をして頂き，子どもたちの学習効果をあげている。なぜ

なら，「観点に係る状況」で述べたような内容については，外部講師の方が専門分野に精通

しており実体験が豊富でその内容が具体的で分かりやすく，その後の学習において，子ども

の学習内容に対する興味関心や理解を深めていると感じられるからである。

また，保護者の方の参加協力があると，子ども一人一人の活動が詳しく見取ることができ

るという良い点があった。ふだんの家庭生活における子どもとは違う姿を見ることができる

ため保護者にとっても有益であるようだ。また，校外に出る場合は安全面により配慮するこ

とができ活動的な学習が行いやすくなるという利点がある。

（２） 優れた点及び改善を要する点（２） 優れた点及び改善を要する点（２） 優れた点及び改善を要する点（２） 優れた点及び改善を要する点

【優れた点】

○各施設への見学及びご来校頂いてのお話は，現場で従事されている方による実体験に基づ

いたお話のため，子どもにとって興味関心が湧き，分かりやすいものであった。

○防犯教室やそれに伴う講習会など外部講師のお話は，ポイントを押さえたものであり，子

どもたちの学習効果は上がったといえる。

○継続的に特別支援学校の先生方の話を聞くことは，子どもたちの意識の変容に効果的

であった。

○上記にも記したが，保護者の授業協力は，活動の見取りや安全面で有効であった。また，

研究授業時の学級補助としての協力も，児童の安全管理や自習等の効率化に有効であった。

【改善を要する点】

○ご来校頂いてお話を聞く場合，見学に行く場合ともに，事前連絡や日程調整を行うことが

難しい場合があり，その実施方法について改善が必要である。

○外部の方にお話をうかがう形になるため，受け身になって学んでいるような印象の学習形

態になってしまうことがある。

○外部の方の出張講座などでは，まず子どもに教えたい内容があるため，子どもの関心にあ

った学びにすることは難しいという点があるように見受けられる。
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○保護者の授業内容に関する支援体制のあり方を再考する必要がある。

（３）評価項目の達成及び取組状況の自己評価（３）評価項目の達成及び取組状況の自己評価（３）評価項目の達成及び取組状況の自己評価（３）評価項目の達成及び取組状況の自己評価

以上の内容を総合し，４段階評価中の「 Ｂ 達成されている 」と判断する。



- 26 -

評価項目８ （教育実習）評価項目８ （教育実習）評価項目８ （教育実習）評価項目８ （教育実習）

（１）観点の分析（１）観点の分析（１）観点の分析（１）観点の分析

観点８－１ 教員の養成を目的とした教育実習の実施ができているか。

【観点に係る状況】

平成２１年度には，次の教員の育成を目的とした教育実習を実施した。

①主免実習…期日： ９月１日（火） ～９月３０日（水） 人数：６０名（含大学院生）

②副免実習…期日：１１月２日（月）～１１月１３日（金）人数：４１名

【分析結果と根拠理由】

①について

教育実習生のアンケートを実施した結果，質問「実習の成果についてどう思いますか」（四者択

一）の答えとして，十分な成果を得たと答えた者３７名【約６１．７％】，まずまずの成果を得たと答え

た者２２名【約３６．７％】，あまり成果としてあげることがないと答えた者０名【０％】，その他（成果は得

ることができた。しかし，深いところまで見えるようになって，課題が多く見付かった。）１名【約１．７

％】となっている。

②について

教育実習生のアンケートを実施した結果，質問「実習の成果についてどう思いますか」（四者択

一）の答えとして，十分な成果を得たと答えた者１３名【約３１．７％】，まずまずの成果を得たと答え

た者２２名【約５３．７％】，あまり成果としてあげることがないと答えた者６名【１４．６％】，その他０名

【約０％】となっている。

①，②ともにほとんどの実習生が「成果があった」と答えている。このことから見ても，本年度の教

育実習が充実したものであり，十分な成果が挙がったと考えられる（下グラフ参照）。

また，下のグラフは，教員へのアンケート結果である。これに表れているように，すべての

教員が実習生の成長を願い，真剣な指導を心がけていると答えており，教員の真剣な指導も，

実習生の成果が挙がっているひとつの要因であろう。

実習の成果についてどう思いますか

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

副免

主免

十分な成果を得た まずまずの成果を得た あまり成果を上げることがない その他

実習生の成長を願い，真剣な指導を心がけているか

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成２１年度

よくあてはまる

だいたいあてはまる

あまりあてはまらない

ほとんどあてはまらない
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（２） 優れた点及び改善を要する点（２） 優れた点及び改善を要する点（２） 優れた点及び改善を要する点（２） 優れた点及び改善を要する点

【優れた点】

○教育実習録が充実している。ここには，実習生一人一人の「学び」が表れており，教育実習

の充実を物語るものである。

○実習を重ねるにつれて，授業への考え方やその展開の仕方，生活を含めた指導の仕方が身に

付いてきた。本校教員の，細やかな指導によるものであると考えられる。

【改善を要する点】

○大学，中学校との連携をよりよいものにする。特に，中学校とは，指導案の形式や１日の教

育実習生の動きなどで相違点があるために，教育実習生の副免実習に対する意識が十分とは

いえない面がみられた。共通理解が必要である。

（３）評価項目の達成及び取組状況の自己評価（３）評価項目の達成及び取組状況の自己評価（３）評価項目の達成及び取組状況の自己評価（３）評価項目の達成及び取組状況の自己評価

以上の内容を総合し，４段階評価中の「 Ａ 十分達成されている 」と判断する。



- 28 -

評価項目９ 教育界への貢献評価項目９ 教育界への貢献評価項目９ 教育界への貢献評価項目９ 教育界への貢献

（１）観点の分析（１）観点の分析（１）観点の分析（１）観点の分析

観点９－１ 教育関係諸機関からの要請による教員派遣ができているか。

【観点に係る状況】

教育関係諸機関からの要請による教員派遣の状況は次の通りである。

①指導助言者としての派遣

○ア全国・他県への派遣 のべ４回

○イ県内（県レベル）への派遣 のべ１５回

○ウ県内（郡市レベル）への派遣 のべ８回

○エ校内研修への派遣 のべ２８回

②事務局員及び役員としての派遣

のべ３３０回 一人平均約１３，２回

研究会等派遣状況

研究会名・会場・（派遣教員）・期日など

県外 ○全国小学校社会科教育研究大会・横浜市平沼小（坂田）11/13

（他県・全国レベル） ○筑波大学附属小学校社会科（吉岡）11/14

○道徳教育実践研究事業・さぬき市造田小（大宮）1/13

○教員養成コンソーシアム四国・高松大学（松永）2/27

県内 ○小教研社会科部会主題研究および研究部授業研究会・高川原小（坂田）7/6

（県レベル） ○図画工作・美術実技講座・総合教育センター（加藤・森） 8/4，8/5

○図画工作・教科別研究会・総合教育センター（加藤・森）8/19

○算数夏期研修会・附属小（久次米）8/18

○徳島県小学校教育研究会家庭科部会研究大会・伊沢小（町口）10/29

○徳島県小学校教育研究会生活科部会研究大会・昼間小（森田）11/20

○徳島県小学校教育研究会体育科部会研究大会・北島小（安田）11/20

○徳島県小学校教育研究会生活科部会研究大会・富岡小（林・久次米）11/20

○徳島県小学校教育研究会生活科部会研究大会・国府小（坂田）11/20

○徳島県小学校教育研究会生活科部会研究大会・浦庄小（上原）11/20

○平成２１年度道徳教育実践研究事業報告会・総合教育センター（大宮）2/8

県内 ○徳島市・名東郡研修会算数部会・八万南小（林）4/16

（郡市レベル） ○名西郡小学校教育研究会国語部会・石井小（米田）6/11

○美馬市小教研社会科部会・三島小（坂田）6/17

○徳島市・名東郡教科別研究会（道徳部会）・加茂名小（大宮）6/25

○阿波市小教研道徳部会・一条小（笹田）7/6

○板野郡小社研研修会・松茂町総合会館（吉岡）8/10

○板野郡小教研国語部会・藍住東小（米田）8/10

○徳島市教科部会家庭科部会・論田小（町口）11/16

県内 ○浦庄小（錦織）4/30 ○太田小（笹田）5/13 ○津田小（坂田）5/14

（学校レベル） ○国府小（坂田）5/20 ○伊沢小（町口）5/22 ○富岡小（林）5/28

○新開小（米田）5/28 ○伊沢小（町口）6/25 ○浦庄小（上原）6/26

○新開小（米田）6/26 ○新開小（藤島）6/29 ○大津西小（林）7/2

○藍住西小（米田）7/2 ○北島南小（笹田）7/2 ○新開小（藤島）7/3

○応神小（久次米）7/9 ○加茂名南小（藤島）7/9 ○東光小（笹田）7/16

○新開小（藤島・米田）7/27 ○北島南小（林）10/14 ○国府小（坂田）10/15

○伊沢小（町口）10/29 ○土成小（米田）11/26 ○津田・国府小（坂田）1/5

○国府小（坂田）1/7 ○国府小（坂田）1/31 ○津田小（坂田）2/18

○御所小（上原）3/4

資料９－１－１
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【分析結果と根拠理由】

①指導助言としての派遣

全国・他県への派遣が昨年よりも増えた。

今年度は各教科の小教研主催の徳島県小学校教育研究大会が開催されたこともあり，校内研

修への指導者派遣がとても多かった。徳島県小学校教育研究大会当日の指導助言を要請されて

いる教科と校内研修への要請があった学校が共通しているということは，研究を進めるに当た

って，研究内容の一貫性を求めたのではないかと考えられる。郡市レベルの研究会への派遣は

例年並みであった。

来年度全国大会，中四大会を控えた教科もあり，校内研修へは連続して派遣することがあっ

た。

②事務局及び役員としての派遣

各教科とも，事務局員や部会役員を本校から出している関係上，様々な会合へ教員を派遣し

ている。また，本年度は，全国大会等各種研究大会を控えて非常に派遣が多かった。本校は，

本県における各教科の研究推進になくてはならない存在であると改めて感じている。

（２） 優れた点及び改善を要する点（２） 優れた点及び改善を要する点（２） 優れた点及び改善を要する点（２） 優れた点及び改善を要する点

【優れた点】

○本校の教員は，本県の各教科部会で事務局員として活躍しており，指導助言をはじめ，研修

会，大会運営等で重要な役割を果たしている。また，事務局員が複数名在籍する教科では各

教科部会の企画運営にも大きく貢献している。

【改善を要する点】

○本県の研究に果たす役割も教科によって偏りがある。主に研究に資する内容は，本校の研究

と合致しており，大きな支障はないが，校務のスリム化を図る必要上，事務的な内容につい

ては公立学校で分担するなど，役割分担を要請しなければならない。

（３）評価項目の達成及び取組状況の自己評価（３）評価項目の達成及び取組状況の自己評価（３）評価項目の達成及び取組状況の自己評価（３）評価項目の達成及び取組状況の自己評価

以上の内容を総合し，４段階評価中の「A 十分達成されている 」と判断する。



- 30 -

Ⅲ 自己評価根拠資料一覧Ⅲ 自己評価根拠資料一覧Ⅲ 自己評価根拠資料一覧Ⅲ 自己評価根拠資料一覧

観点番号 資料番号 添付 別添 資 料 名

１ １－１ １－１－１ ○ 研究推進授業一覧

２ １－１ １－１－２ ○ （○）公開授業一覧

（紀要第５１集・第５６回小学校教育研究会要項）

３ ２－１ ２－１－１ ○ 生徒指導年間計画

４ ２－１ ２－１－２ ○ 子どもの心身の健康に関するアンケート結果報告文書

５ ３－１ ３－１－１ ○ 校内での事故・災害（傷病）に対する救急処置連絡体制

６ ４－１ ４－１－１ ○ 学校安全に関する校内体制について

７ ４－１ ４－１－２ ○ 平成２１年度安全管理年間計画

８ ４－１ ４－１－３ ○ 平成２１年度保健安全点検計画

９ ４－１ ４－１－４ ○ 避難訓練計画案と反省

１０ ５－１ ５－１－１ ○ 第２回小学校人権主事研修会資料（一部抜粋）

１１ ５－１ ５－１－２ ○ （○）「私の歩んだ道」（はぐくみ誌第１号）

１２ ５－１ ５－１－３ ○ （○）ブロック人権研究会当日の授業（はぐくみ誌第２号）

１３ ５－１ ５－１－４ ○ ブロック人権公開授業一覧

１４ ９－１ ９－１－① ○ 研究会等派遣状況

〔参考資料〕

第５６回小学校教育研究会 参会者アンケート 集計結果

平成２１年度 学校教育に関するアンケートの集計結果と考察について（保護者配布文書）

子どもの心身の健康に関するアンケート結果について（保護者配付文書）

文科省運動能力テスト結果

（回覧）児童名簿緊急対応

安全点検結果つづり

教育実習アンケート


